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特定非営利活動法人 

愛知ネット 活動記録 ２０１８ 
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愛知ネットは、災害救援被災地で学んだ防災・災害時対応と、「つながり」の重要性を、 

平時からの教育やコミュニケーションという形で、 

いざというときに地域と命を守るコミュニティのチカラに変える 

コミュニティ・コーディネート・ワーカーです。 

「防災・災害救援」、「社会教育」、「まちづくり」、「市民活動支援」の４つからなる活動は、 

被災地で愛知ネットが活動した時の「教訓」が生きています。 
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■ 防災・災害救援            
Active in disaster & Preparedness  

 

災害時には被災地内外で、被災者のニーズと全国

のシーズをマッチングするコーディネート事業を

行っています。平時には、被災地で得た学びを活か

すべく、各種の啓発・訓練を統合した講演・講座や

実証訓練を実施しています。 

 

 
 

 

■まちづくり                 
Town planning 

 
災害時に役立つ、地域のネットワークの力を充実・

活性化させるため、講座の企画運営や各種会議への参

画を行っています。 

■市民活動支援 
NPO support 

 

災害時においても活動する市民団体との顔の見える

関係づくりを目指して、「刈谷市民ボランティア活動セ

ンター」「大府市民活動センター」「碧南市市民活動セン

ター」「安城市民交流センター」を運営しています。 

施設の管理とあわせて、ボランティアおよび市民活動

の促進のために、愛知ネットの特性やノウハウを活かし

た事業をさらに展開していきます。 

■社会教育                 
Social education 

 

「愛知県美浜少年自然の家」と「豊橋市青少年セ

ンター」の管理・運営業務を受託し、社会教育活動を

通して、若者に防災・災害救援の啓発活動を実施して

います。また、当該施設を社会教育拠点と位置づけ、

地域と連携しながら、青少年の学習の場や仲間づくり

などの、自らの実生活に即した教養を高める場の提供

をします。 

西日本豪雨災害被災地での炊き出しの様子 
場所：広島県呉市天応まちづくりセンター 

 

四季の行事教室「月見のつどい」 
会場：豊橋市青少年センター 

「まちづくり担い手講座」 
会場：碧南市市民活動センター 

「愛フェス２０１８」の様子 
会場：愛・地球博記念公園 大芝生広場 
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■防災・災害救援 
Active in disaster & Preparedness 
 

 

●防災活動 

A．啓蒙・啓発活動 

Ⅰ．実施概要 
    愛知県内外の市町村並びに、各団体・組織が主催する訓練・会議・委員会などに参画する。

そして情報交換、意見交換を行いながら、地域防災力の向上に寄与する。  
 

Ⅱ．目標・計画と実績 
    防災訓練・会議・委員会に参画し、他団体や地域とのネットワークを広げ、災害時の支援体

制を強化することを目標とする。  

 

  ・従業員の人数   3 名(天野、南里、内藤) 

  ・受益対象者の範囲および人数   三河地域を中心に約 4,000 人 

 

Ⅲ．実施した事業内容 

１． 知立市における活動 

（１）知立市自主防災会 連絡協議会 第 1～4回幹事会・総会・臨時会・報告会 

（２）知立市総合防災訓練 説明会・防災倉庫確認・訓練実施・反省会 

（３）知立市防災会議 

（４）避難所開設職員説明会 

（５）知立市自主防災会 リーダー研修 

（６）西町冬季自主防災訓練での防災講話 

（７）西尾市・知立市自主防災会交流会 

（８）防災講演会・防災ママかきつばた交流会 

  

２．稲沢市における活動 

（１）松下自主防災会役員・組長研修会役員会  

（２）稲沢市総合防災訓練 ファシリテーター説明会・訓練実施 

（３）稲沢市防災リーダー養成講座 打合せ・講座実施 

（４）稲沢市子ども会連絡協議会 防災研修 

 
３．刈谷市における活動 

（１）刈谷市防災リーダー養成講座 

（２）刈谷市避難所運営マニュアル作成  

（３）桜区避難所運営訓練 リアル HUG 

（４）cheerful～3月のテーマ女性の防災～出演 
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４．豊田市における活動 

（１）豊田市自主防災リーダー養成講座 

（２）3 町合同リアル HUG 訓練 

（３）豊田市上郷地区における避難所運営マニュアルを 

活用した避難所運営訓練 

（４）豊田市立道慈小学校 被災体験学習 

（５）とよた消防フェスタ実行委員会 とよた消防フェスタ開催 

（６）とよた防災啓発推進協議会・イザ!カエルキャラバン 

（７）豊田市自主防災活動運営マニュアルの検討 

（８）藤岡中学校 防災研修（HUG 訓練） 

５．みよし市における活動 

（１）みよし市防災リーダー養成講座（基礎編） 

（２）みよし市防災リーダー養成講座（養成編） 

 

６．碧南市における活動 

碧南市社会福祉協議会「碧南市ふれあい・いきいきサロン」 

にて「なまずの学校」を用いた研修を計 6回実施 

７．名古屋市における活動 

（１）名古屋市守山区中学校防災講演会 

（２）守山区避難所リーダー養成講座 

 
 
  

８．愛知県域・県外における活動 

（１）愛知県広域ボランティア支援本部の機能強化等に関するワーキング 

（２）あいち防災協働社会推進協議会 

（３）防災のための愛知県ボランティア連絡会 

（４）災害時における協力等に関する協定締結事業者連絡会議 

（５）東日本大震災犠牲者追悼式 実行委員会 

（６）ミサワ防災・耐震セミナー 

（７）防災人材交流シンポジウム「つなぎ舎」 

９．1億総レスキュー会議 

愛知ネットスタッフにより構成される内部会議体。 

月 1回実施し、ＨＵＧ(避難所運営ゲーム)のファシリテーター研修 

や学防災プログラムのマニュアルづくりをすすめた。 

10．災害時の施設利用に関する協定書 

（１）災害時における愛知県美浜少年自然の家の利用等に関する協定書 

   美浜少年自然の家を災害時の指定緊急避難場所及び指定避難所として 

利用することに関し、愛知県教育委員会、美浜町、小野浦区自主防災会、 

愛知ネットの 4者で協定締結に向けて協議を開始した。 
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B．情報支援事業 

あんぴメール、安全・安心メール 

Ⅰ．実施概要 

災害時に携帯電話のメールシステムを使い安否の確認をするとともに、安否の確認を家族に知

らせるシステム。また、そのシステムを流用し、平常時は不審者情報や火災情報などを配信する

安全・安心システムの運用。 
 

Ⅱ．目標・計画と実績 
あんぴメール、安全・安心メールともに、システムの運用を継続する。 

・従業員の人数 

1 名(天野) 

・受益対象者の範囲および人数 

1 万 4千人 
 

Ⅲ．実施した事業内容 

ユーザーからの問合せ対応、システム利用意向のヒアリング等を行った。 

 

Ⅳ．今後の計画・課題 

システム維持にかかるサーバーの老朽化にともない、あんぴメールおよび安全・安心メールシ

ステムについて、2019 年 3 月末をもって終了した。 

愛知ネット会員の方については、2019 年 5月末まで会員サービスとして利用して頂いた。 

 

 

●災害救援 

被災者支援センター 

Ⅰ．実施概要 
2011 年 6月より愛知県が設置し、2018 年 4 月からは、認定特定非営利活動法人レスキュースト

ックヤードが運営している。愛知ネットは、2017 年 4 月より、相談役として 1名が関わっている。 

  

Ⅱ．目標・計画と実績 
東日本大震災発生から 7 年が経過した現状において、避難先の市町村や地域コミュニティ等の

理解と協力を得て、支援活動を実施する。 

 ・従業員の人数 

   1 名(南里) 

  ・受益対象者の範囲および人数 

   愛知県へ避難されている 348 世帯 982 名(2019 年 4 月現在) 
 

Ⅲ．実施した事業内容 

三河地域の受入被災者を中心に、特に支援を必要とされる方々がおかれている現況や情報、支

援内容についての、センタースタッフとの共有を必要時に行っている。また、3 月 14 日（木）に

受入被災者の状況および 2018 年度の事業実施報告を受けた。 

 
 

西日本豪雨 被災地支援活動 

別紙のとおり 
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■ 社 会 教 育   
Social education 

 

 

● 愛知県美浜少年自然の家 

セ ン タ ー 概 要 

場 所 : 愛知県知多郡美浜町大字小 

野浦字宮後１番地の１ 

電 話 : 0569-88-5577 

ファクス : 0569-88-5385 

Ｅ－ｍａｉｌ : info@sizennoie-mihama.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ : http://sizennoie-mihama.jp/ 

開 館 時 間 : 

  8 時 30 分～17時 30 分(宿泊客無し) 

  8 時 30 分～22時   （宿泊客有り） 

休 館 日 : 年末・年始 6日間及び 9月下旬から 3月中旬まで原則月曜日 

敷 地 面 積 : 208,837.42 ㎡ 

建物延面積 : 10,695.21 ㎡ 

宿 泊 定 員 : 500 人 

構造・規模 : 本 館 棟  SRC 造 6 階建 8,450.33 ㎡ 体 育 館  RC 造 1 階建  1,284.64 ㎡ 

ｷｬﾝﾌﾟ管理棟 RC 造 1 階建   63.42 ㎡ ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞﾊｳｽ  RC 造 1 階建   63.54 ㎡ 

付 属 棟 プロパン庫、汚水処理施設、野外便所 2棟、渡り廊下、野外施設  

主 な 施 設 :  

屋外施設…つどいの広場、ロマンの広場、ふれあい広場、チャレンジ広場、臨海広場、屋根付 

野外炊飯場 2箇所、営火場 2箇所、テニスコート 4 面、ハイキングコース、展望台、 

野外ステージ、あずまや 2カ所、駐車場 3カ所など 

本   館…宿泊室 48室(1 室 10 人)、本部室 3室、リーダー室 9室、研修室 10室(1室 50 人)、 

講堂(500 人)、食堂(250 人)、大浴場(70 人)、中浴場(50 人)、コミュニティーホール、 

事務室 

体 育 館…バスケットボール(2 面)、更衣室（2室） 

主 な 設 備 :  

身障者専用駐車場、車椅子用出入口（自動ドア）、車椅子用スロープ（各所）、点字付公衆電話、

エレベーター（音声案内・点字版）、車椅子専用トイレ（2階、3階）、AED（自動体外式除細動器）、

車椅子(2) 

 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：愛知県美浜少年自然の家指定管理業務 

（２）事業の目的：美浜少年自然の家は、豊かな自然の中で、規則正しい集団生活をしながら 

各種の講義・スポーツ活動・レクレーション・創作活動・野外活動などの研修を通して、健

全な少年やよりよい社会人を育成することを目的としてつくられた社会教育施設です。 
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愛知ネットは、この設置目的に沿い、美浜少年自然の家の管理運営を行い、青少年が『創

造力』『生きる力』『和（役立ち合い)の精神』を培い成長することを支援すると同時に、青少

年と大人が共に育ち合う社会づくりに貢献します。 

（３）実 施 期 間：平成 28年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日の 5 年間 

 

Ⅱ 今年度の目標 

１ 愛知ネットが、愛知県美浜少年自然の家が公の施設であることを認識し、公平公正な運営をする。 

２ 社会教育の場として美浜少年自然の家を提供し、「青少年の『創造力』『生きる力』『和（役立合い）

の精神』の教養・向上に寄与し、より良い社会人への成長を促す」社会教育施設を目指す。 

３ 職員一人ひとりが、愛知県美浜少年自然の家の業務遂行能力を身に付ける。 

職員一人ひとりのよさを生かし、適材適所に配置し、その人を伸ばし、組織力を高める。 

４ 職員が青少年をはじめ利用者の成長に喜びを感じ、分かち合い、「チームみはま」で美浜少年自然

の家を愛される施設にする。 

５ 平成 28 年 4 月から令和 3 年 3 月の指定管理期間 5 年間の宿泊利用者目標数 260,000 人とし、30

年度は 52,000 人を目指す。 
 

Ⅲ 美浜少年自然の家 宿泊利用者数 

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計 

本年度目標 23,500 人  17,500 人 5,000 人 6,000 人 52,000 人 

実    績 20,866 人   18,210 人 6,566 人   5,365 人 51,007 人 

目標との差異  －2,643 人    710 人    1,566 人     -635 人     -993 人 

 

Ⅳ 実施した事業内容 
 

１．主催事業 

（１）家族で地引網 伊勢湾の魚をとろう!  

地引網体験、魚捌き体験、野外炊飯、南知多ビーチ

ランド入園 海の生き物とのふれあい体験 

（２）防災チャレンジキャンプ初級編 

     海岸からの避難訓練、火起こし体験、救急救命講習、

避難所設営 

（３）防災キャンプ･野外活動指導者宿泊研修 

     講師 日本福祉大学 山本克彦准教授・高村秀史助教 

    講義 1 防災・減災教育の在り方  2 アウトドア

のノウハウを生かした防災・減災キャンプ 

実習 1 アイスブレイクゲーム 2非常食づくり 

3 リアル HUG（理論編・実技編） 

（４）親子投げ釣り教室 

釣りの基礎基本･投げ方練習･投げ釣り･海岸ゴミ拾い
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（５）防災チャレンジキャンプジュニアマスター編 

防災検定、テント･トイレ作り、炊出し体験、 

防災グッズ制作、魚さばき体験、ドラム缶風呂体験 

（６）農業体験ハロウィン 

タマネギの植え付け体験、畝づくり・苗植え体験）、 

     サツマイモ堀体験 

（７）海苔すき体験と恵方巻き作り 

海苔すき体験、クラフト作成、恵方巻き作り 

 

 

Ⅴ まとめ 

１．平成 29 年度愛知県美浜少年自然の家指定管理者モニタリング調査（30 年 7 月 1 日付） 

（１）愛知県教育委員会生涯学習課の総合評価 A 

2 年連続して宿泊利用者数が 50,000 人超えを達成しており、また閑散期の取組みについても

過去 5年間の平均値も超えており大いに評価できる。また平成 28 年度以上に地域との連携が深

まっており、コラボ事業や新プログラムの実施を通じた新規利用者の獲得に期待がもてる。今

後も、業務多忙化により利用者対応がおろそかにならないよう、努めていって欲しい。 

（２）愛知県教育委員会生涯学習課の点数評価 79.8 点／100 点 Ａ 

評価 5 段階（Ｓ県の期待以上／Ａ期待どおり／Ｂ普通／Ｃ期待以下／Ｄ特に悪い） 

ア 基本 5 項目          6.8 点／10 点 1 項目 S 

イ 施設の適正な管理 13 項目  21.8 点／28 点 3 項目Ｓ、5 項目Ａ 

ウ サービスの維持向上 9 項目 32.0 点／37 点 3 項目Ｓ、6 項目Ａ 

エ 運営等の安全性  10 項目  19.2 点／25 点 8 項目 A 

２．成果と課題 

（１）平成 30年度の宿泊者総数は 51,007 人で目標 52,000 人を 993 人下回ることになった。 

（２）これまでは勉強合宿等で高校の利用があったが、働き方改革等の世情を反映し、激減の状態で

ある。これに代わる利用者開拓のために大学や高校の部活動並びにサークル活動への PR 活動を

広めていく必要を痛感している。 

（３）来年度に向けた人事配置や個人研修の充実を図り、サービスの向上に努めるようにしていきたい。 
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● 豊橋市青少年センター 

セ ン タ ー 概 要 

場  所：豊橋市牟呂町字東里 26番地 

電  話：（0532） 46 - 8925 

Ｅ－mail：info@toyohashi-yc.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://toyohashi-yc.jp/ 

開館時間：豊橋市青少年センター 

午前 9時～午後 10時 

＊宿泊棟  

入所 午後 1時～午後 5時   

退所 午前 9時 30分 

休 館 日：毎週月曜日（月曜日が国民の祝日または休日のときはその次の平日） 

年末年始：12月 29日～1月 3日 

構造・規模 〈建物延べ面積〉 

中 央 棟 ：ＲＣ造 3階建 1,982 ㎡   研 修 棟 ：ＲＣ造 4階建  890 ㎡ 

宿 泊 棟 ：ＲＣ造 4階建  935 ㎡   屋外施設 ：運動広場   3,844 ㎡ 

主な施設 

〇中 央 棟 ・音楽室・図書談話室・喫茶室・多目的室・遊戯室       

 ・豊橋西部地域総合型クラブ KOZOTTE 事務局 

 ・体育室 （ソフトバレーボール 3面・バドミントン 3 面・卓球台 7台） 

    ・大研修室（100 人） 

〇研 修 棟 ・豊橋市子ども会連絡協議会事務局       

      ・少年団体リーダーズクラブ事務局 

 ・豊橋市少年愛護センター 

 ・ほっとプラザ西（適応指導教室） 

 ・とよはし若者サポートステーション 

 ・豊橋市青年団協議会事務局 

 ・工作室 

 ・ユースレクリーダー室 

 ・第 1研修室（48 人）・第 2研修室（12人）  

  第 3 研修室（36 人）・第 4研修室（12人） 

  第 5 研修室（48 人）           

〇宿 泊 棟 ・宿泊室 12室（4人用和室 8室・6人用洋室 4室） 

  ・食堂 1・厨房 1・浴室 2・談話室 3・管理人室 1 

  ・若者サポートステーション第 1・第 2研修室   

〇屋外施設 ・運動広場（ソフトボール１面ナイター照明有り）   
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Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：豊橋市青少年センター指定管理業務 

（２）事業の目的：豊橋市が掲げる「青少年センター運営方針」に基づき、豊橋市青少年センターを

社会教育活動拠点と位置づけ、青少年が学習や話し合いを進め、仲間づくりや各種の催しに参

加し趣味を育て教養を高めるとともに、青少年団体に自主的な活動の場を提供する。 

市内の子ども会、ボーイスカウト、青年団などの利用を優先的に認め、青少年団体の使用

に支障のない範囲で一般団体の使用を認める。 

また、豊橋市青少年センターの併設施設である、「豊橋市子ども会連絡協議会」「豊橋市青

年団協議会」「少年団体リーダーズクラブ」「豊橋市少年愛護センター」「とよはし若者サポー

トステーション」「ほっとプラザ西」など青少年の健全育成を目的として活動する団体と良好

な関係を築いていく。 

（３）実 施 期 間：平成 28年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日の 5 年間 

 

Ⅱ 今年度の目標 

１ 委託業務 2 期目の 3 年目として申請時に掲げた事業計画 5 か年の目標達成に向け、豊橋市教育委

員会が行ってきた業務を継続的に堅実に受け継ぎ、協定書や設置目的の理解と遂行、先進的青少

年センターの運営を心掛け、全職員が計画と役割を理解しスタートする。 

２ 利用者目標人数 54,000 名とし、青少年センター、研修棟、宿泊棟利用者へのサービス向上に努める。 

３ 青少年が学習や話し合いを進め、仲間づくりや各種の催し、趣味を育て、教養を高めるとともに

青少年団体に自主的な活動の場を提供する。 

４ 青少年の日常活動に則して、交友と研鑚の場を提供し、スポーツ、レクリエーション、青少年の

研修、団体活動等の支援をする。 

５ 青少年に防災減災に関する知識を学ばせ、意識を向上させる啓発事業を開発し実施していく。 

 

Ⅲ 青少年センター並びに関連団体施設利用者数 

                        （単位：人）   

年間目標 第１四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 累積 進捗率 他施設使用※ 合計 

54,000 12,666 12,393 13,539 11,245 49,843 92.3％ 4,313 54,156 

（宿泊内数） （255） （283） （89） （294） (921) ※サポートステーション 3,143 人 

＋ホットプラザ西   1,170 人 

 

 

Ⅳ 実施した事業内容          

 １．学生ボランティアスクール   

全 22 イベントに延べ高校生 42 人・大学生 7 人がボランティアとして参加 

 ２．レクリエーション・インストラクター養成講座  全 34 回 

 講 師：日本レクリエーション協会公認レクリエーションコーディネーター 
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 ３．青年講座（週 1回 5 講座 各 8回） 

  前期 5 月～7月 

  （１）ソフトバレーボール  （２）ジャズダンス  

（３）女性のための護身術 ※応募者少数のため実施せず（11 月に「楽しい護身術」開催） 

  後期 9 月～11 月 

  （４）ヨガ＆スモールボール （５）ヒップホップ （６）フラダンス  

  ４．わくわく体験講座 

 （１）はじめての手話！ （２）ネイチャーゲーム （３）ポスター教室 

 （４）くろしおサマーキャンプ ＊台風のため実施せず 

 （５）歌謡三味線    （６）防災体験講座   （７）ミニ門松づくり （８）しめ縄づくり 
 

 ５．四季の行事教室  

（１）七夕のつどい （２）月見のつどい （３）クリスマスのつどい （４）ひなまつりのつどい 

６．防災啓発出前授業「みんなで学防災」～どう動く・どう守る・自分の命 

 （１）豊橋市立二川南小学校 ＜校区防災訓練を交えた学校公開日＞ 

 （２）豊橋市立つつじが丘小学校 ＜つつじふれ愛の日＞ 

 （３）豊橋市立南稜中学校 

７．ジュニアチャレンジ講座（小学生向け）  

 （１）バドミントン 全 6回  （２）卓球 全 4回 

８．科学スクール「発電するマラカスを作ろう」 （小学生親子対象） 

  科学への関心を高めるために、小学生親子を対象に工作をしながら楽しく学べる講座。 

９．青年フェスティバル 

  豊橋市青年団協議会企画運営のイベントに協力し、盆踊りと夜店を実施。 

10．センターフェスティバル「文化展」 

  新規企画。青少年センター及び施設内で活動している団体の活動について展示を中心に PR。 

11．楽しい護身術 全 2回 

  前期青年講座「女性のための護身術」から対象者・曜日・時間等を変更し実施。 

 12．情報発信  

（１）広報紙（ヤングウエーブ） 

    毎月初旬 １回発行  

    発行部数 3,150 部 

 （２）フェイスブック、ホームページの随時更新 

 

 

 
 ヤングウェーブ 3月号 ▶ 
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Ⅴ ま と め 

今年度は指定管理業務受託 2 期目の 3 年目である。これまでの実績を踏まえて、豊橋市の青少年の活動や

社会教育の拠点として市民から信頼され、より多くの方に利用される施設となるように、生涯学習課をはじめ各種

関係団体と協力するとともに、スタッフが心を一つにして業務にあたっている。６月１日に料金改正があり、主な施

設の使用料金が1.5倍となった。また、昨年まで当センターで行うイベントや講座は基本的に無料であったが、今

年度からは他の社会教育施設での講座等に合わせて参加料金を徴収することにした。夏季の猛暑や台風の襲

来など天候による影響も少なからずあった。一方、これまで利用できなかった企業や営利団体も一定の条件の下

で利用できることとした。いずれにしても、市民に納得して利用していただけるように内容の充実を図るとともに、

利用者への丁寧な説明と施設の環境整備に努めている。 

 

１  数値目標 

利用者の年間目標は 54,000 人としたが、実績は 49,843 人であり、達成率は 92.3％であった。その原因と

して、料金改定や講座受講料の徴収、猛暑などの天候の影響が考えられるが、それ以外にも利用者が固定

していることも要因であると推測される。リピーターを増やすことと新たな利用者拡大を図ることが重要である。

そのために、有効な情報提供、気持ちの良い施設環境づくり、魅力あるイベントの開催などを進めていく。 

２ 利用者の声 

   利用者アンケートの結果、「使い勝手はどうか」という問いに対して肯定的な意見が 93％あり、「職

員の対応はどうか」については 97％が肯定的な回答であった。古い施設ではあるがこまめに掃除や

修繕等を行うことによって、概ね満足をいただいている。また、職員の対応にも高い評価をいただ

くことができた。スタッフの努力と工夫でできることは今後も継続し、「エレベーターの設置」など

の大きな予算が伴う要望については、市の生涯学習課に要望を伝えて協議していく。   

 ３ 施設環境の整備 

   建設以来 40 年以上経過した施設は、様々な個所で不具合が起きている。緊急性や安全性を重視し

市担当者と連絡や協議をしながら修繕等を行った。経費を削減するために、草刈りや簡単な修理等

はできるだけスタッフで対応するようにしているが、業者でないとできないことも多い。受水槽・

高架水槽、トイレの排水管等の水道関係、高圧電力のケーブル交換や体育室の照明昇降機の不具合

などの電気関係などの工事が立て続き、対応に追われた。 

 ４ 魅力ある自主事業企画 

   より魅力あるイベントや講座を企画運営している。前期・後期と同じ内容で開催していた青年講

座を市民の幅広いニーズに応え、興味関心を掘り起こすために、前期と後期の講座の内容を別々の

ものとするほか、「手話」「ネイチャーゲーム」「フラダンス」「ミニ門松づくり」「しめ縄づくり」な

どこれまでにない講座を多く開催した。 

 ５ 次年度に向けて 

今年度は昨年度と比べて利用者が約 1500 人減少しているので、次年度は「利用者の拡大」を目標

の柱として考えている。 

 ① 魅力的で参加しやすい自主事業の実施…内容の工夫、回数の精選、経験の有無による設定。 

 ② 新たな利用者の開拓…一般企業の会議・研修利用や、近隣大学のサークル等への働きかけ。 

 ③ 地域との連携…近隣地域の防災訓練等に参加し、避難所体験や防災訓練への支援。 

  これらを中心に生涯学習課と連携しながら、スタッフ一同努力していきたい。 
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●助成金事業 

子どもゆめ基金助成金交付事業 

 
Ⅰ．実施概要 

    独立行政法人国立青少年教育振興機構が、未来を担う夢を持った子どもの健全育成を進める

ため青少年教育に関する活動を行う民間団体を支援する「子どもゆめ基金」の助成により「防災

チャレンジキャンプ」を行った。 
 

Ⅱ．目標・計画と実績 
    災害発生時、公助が来るまでの 72時間を生き抜くノウハウはキャンプやアウトドアのノウハ

ウと重なるところがある。キャンプ体験を通して、自助・共助に役立つ力を身につけることを目

的とする。 

 

Ⅲ．実施した事業内容 

   １．開催日 

平成 30 年 9 月 15 日（土）～9月 17 日（月）2泊 3日 

   ２．会場 

     愛知県美浜少年自然の家 

（愛知県知多郡美浜町大字小野浦字宮後 1-1） 

   ３．指導者、協力スタッフの人数 

     12 名 

  ４．参加者数 

    13 人（小学生 11 名、中学生 2名） 

５．内容 

（１）サバイバルビバーク 

①テントはり        ②火起こし 

③備蓄品を使った野外炊事  ④炊き出し訓練 

⑤ドラム缶風呂 

（２）救急救命講習 

（３）海岸からの避難訓練 

（４）防災グッズ作り 

 

Ⅳ．成果と今後の展望 

参加者と保護者を対象としたアンケートでは、普段よりも不便な環境で過ごしたことで、あたり

まえに使っているライフラインのありがたみや、何事も協力することが大切だと気付けたという回

答や、けんかをしてしまったが、実際に被災した時に起こりうることなので、もめて仲直りすると

いう経験をさせてもらえてよかったという回答、災害に関するニュースに関心をもつようになった

という回答があり、参加者の防災意識の向上の一助となった。 

また、これまでにインターンシップやキャンプカウンセラーとしてかかわりのあった地域の若者

や大学生に声をかけ、スタッフとして協力していただいた。今後も地域の若者を巻き込んだ事業が

展開できるよう努めていく。 
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■まちづくり 
Town planning 

 

Ⅰ．実施概要 
    愛知県内外の市町村並びに、各団体・組織が主催するイベント・会議・委員会などに参画す

る。そして情報交換、意見交換を行いながら、地域防災力の向上に寄与する。  
 

Ⅱ．目標・計画と実績 
    地域のまちづくりに寄与することにより、他団体や地域とのネットワークを広げ、災害時の

支援体制を強化することを目標とする。  

 

Ⅲ．実施した事業内容 

  １．愛知県域・県外における活動 

（１）総務省 地域力創造アドバイザー 

（２）東海北陸地区青少年教育施設協議会 

（３）愛知県人権・社会教育委員会 

（４）希望郷いわて文化大使（岩手県） 

（５）すみた大好き大使（岩手県住田町） 
 

  ２．豊橋市における活動 

（１）豊橋市 子ども・子育て会議 
 

  ３．刈谷市における活動 

（１）刈谷市 地域福祉計画懇話会 

（２）刈谷市 共存・協働のまちづくり推進委員会 
 

  ４．安城市における活動 

（１）安城市 国民保護協議会委員 
 

  ５．西尾市における活動 

  （１）西尾市 市民活動センター運営委員会 
 

  ６．大府市における活動 

（１）森岡公民館 生涯学習推進委員会  

（２）大府市 協働推進委員会 
 

 

  ７．知立市における活動 

（１）知立市 国民保護協議会 
 

  ８．美浜町における活動 

（１）美浜町 都市農村交流協議会 

（２）東京オリンピック・パラリンピック ＭＩＨＡＭＡ ホストタウンプロジェクト 
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■市民活動支援 
NPO SUPPORT 
 
 

  

● 刈谷市民ボランティア活動センター 

セ ン タ ー 概 要 

場 所  ： 刈谷市東陽１丁目 32 番地 2 

電 話  ： 0566-62-8231 

フ ァ ク ス ： 0566-62-8232 

Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： kcv109box@katch.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http:// kcv109box.jp/ 

開 館 時 間 ： 9 時～21 時  

休 館 日  ： 毎週月曜日(祝日の場合は火曜日)、年末年始（12月29日～1月3日） 

主 な 施 設 ： 交流スペース、談話スペース、作業スペース、情報スペース、メールボックス、ロッカー、 

多目的トイレ、駐車場 

使 用 料 金 ： コピー機使用は実費負担、印刷機は無料。但し用紙は利用者が持参 

※施設、ロッカー、その他機材使用は無料 

談話スペース ： 登録団体が打ち合わせ、団体間の交流の場として利用。 

※テーブルは 18 席が 4 島有り。72 席で利用することも可能 

ロ ッ カ ー ： 活動に必要な備品などを保管する場所として利用。（ロッカー数は、47 個） 

メールボックス  ： 各団体間の連絡、文書・チラシの配布や団体宛の郵便物、ファックスの一時保管場所とし 

て利用。（メールボックスの数は、36 個） 

作業スペース ： 印刷機、紙折機、製本機、丁合機、裁断機、紙そろえ機、ラミネーターを設置。 

貸 出 備 品 ： プロジェクター、ノートパソコン、スタッフコート（10着）、クリスマスツリー（2セット）、サンタクロー

スの衣装、スポットライト、バルーンアート空気入れ（5本）、ビンゴマシン、布ぞうり製作台（6台）、

レーザーポインター、ハンドベル、防災カルタ、非常持ち出しゲーム、いえまですごろく、非常

持出展示品、高浜かるた、紙芝居枠（大・小）、名札、腕章など 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：刈谷市民ボランティア活動センター管理運営委託 

（２）事業の目的：様々な分野で活躍する市民ボランティア活動団体を支援するとともに、活動に

対する市民の意識啓発を図り、市民ボランティア活動を推進する。 

（３)実 施 期 間：平成 29 年 4 月 1 日～令和 4年 3月 31 日 
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Ⅱ 運営目標（平成 29 年度～令和 3 年度まで） 

   市民活動団体、行政、事業者との連携は順調に推移し多くの成果を挙げてきました。しかし地縁

団体との連携は充分に推進できていません。そこで市民ボランティア活動団体がより社会課題の解

決に向けて刈谷市内の地縁団体との交流・連携を深め、地域に入り込んでいくことが特に必要と考

えます。 

そこで指定期間 5 年間の運営目標を「地縁団体との連携を見据えた市民ボランティア活動団体育

成・支援環境の新しいモデル作り」とする。 

   今年度は市民ボランティア活動団体の協働・連携先として地縁団体の掘り起こしを進め、地域課

題や問題の解決に向け支援していく。 

 

Ⅲ 今年度の目標と実績 

１．数値目標 

登録団体、個人会員数、来館者数などの評価指標については、前年実績の維持向上を狙う。 

２．事業回数 

   指定管理者として企画提案した事業（スキルアップ 5 回、車座集会 5 回、わがまちのつむぎ場   

1 回、啓発イベント 3 回、交流イベント 1 回）を確実に実施する。 
 

 
H28年度 H29年度 H30年度 

実 績 実 績 目標 実 績 達成率 

総来館者数 22,887 人 22,596 人 22,887 人 21,497 人 93.9％ 

相談件数 1,160 件 1,170 件 1,170 件 1,159 件 99.1％ 

マッチング件数 116 件 117 件 117 件 117 件 100.0％ 

団体登録 488 団体 510 団体 510 団体 526 団体 103.1％ 

個人登録者 186 人 177 人 186 人 186 人 100.0％ 

 

Ⅵ 実施した事業内容 

１．車座集会 

（１）第 78回車座集会「城下町から産業のまちへ ～人からひとへ モノづくりの叡智をつなぐ～」 

   講 師：川口孝嗣氏 刈谷市副市長 

（２）第 79 回車座集会「オイスカの海外支援活動について聞いてみよう！」 

講 師：小杉裕一郎氏（公益財団法人オイスカ中部日本研修センター所長） 

（３）第 80 回車座集会「バスで行く～未来につなぐエコメッセージ！！」 

講 師：藤井達雄氏（フジイ化工(株)社長） 

（４）第 81 回車座集会「子どもたち、みんな幸せになろうね！」 

講 師：萬屋育子氏（NPO 法人 CAPNA（キャプナ）理事長） 

（５）第 82 回車座集会 「奏でる和 広がる輪」～おかげさまを これからも～ 

講 師：山口晃司氏（山口晃司三絃会会主） 

（６）第 83 回車座集会「志金循環のしくみ・プロボノって何？」 

講 師：金田 学氏（公益財団法人あいちコミュニティ財団理事） 



愛知ネット事業報告 2018 

つながりで、救う 

 

                      16 

２．スキルアップ講座    

（１）第 87 回スキルアップ講座  咲かそうひまわりの輪プロジェクト 

（２）第 88 回スキルアップ講座  地元で出来る海外支援 

（３）第 89 回スキルアップ講座  おしえて織田さん！ 心に響く人を動かす広報  

講 師：織田元樹氏（NPO 法人ボラみみより情報局代表） 

（４）第 90 回スキルアップ講座  まなぼうさい    

（５）第 91 回スキルアップ講座  かりや３．１１を忘れない  

 

３．わがまちのつむぎ場１０ 

（事例発表 1件、1分間スピーチ 11 団体、交流会の 3部構成 

ＰＲ出展 31 団体、パフォーマンス 7団体、地域コーナー23地区） 

４．啓発イベント（ボランティア活動啓発・センターPR） 

（１）あったかハートまつりブース出展 

（２）デンソーグループハートフルまつり出展 

（３）ハロウィーンイベント 

（４）竹燈り文字投票 

（５）センター15周年記念式典・演奏会 

（６）災害時の避難所におけるクイズに挑戦 

 
  

 
５．交流イベント 

定住自立圏としてボランティア情報サイト（かりや衣浦つながる

ネット）を共同で活用している、刈谷市、知立市、高浜市、東浦町

の第２回交流会を開催した。 

 
６．センター15 周年記念誌発行 

 
 

 

７．表彰制度に登録団体、個人会員を推薦 

(１）日本生命財団 生き生きシニア活動顕彰受賞   

外国人の子どもたちへ日本語学習支援を行うスリーエス（ＳＳ

Ｓ）が受賞 

(２）愛知県ボランティア活動功労者表彰受賞 

刈谷市内の介護老人保健施設ハビリス一ツ木で、利用者の方が使

用される車椅子の点検、整備を１４年間休むことなく継続された前

田幸汪氏が受賞 

 

８．学生等の受け入れ（インターン 3名） 

 

９．こらぼ事例集「こらぼレポ」の発行 
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Ⅴ ま と め 

１．数値目標 

相談件数やマッチング件数、登録団体数は目標達成しているが、来館者数は前年比 93.9％と未達

成である。談話スペースの利用件数は昨年に比べ 103％と増加、しかし利用者は 96.4％に減少して

いる。次年度は登録団体へのアンケート調査実施のため、登録団体や利用者の声を吸い上げ、来館

者目線の魅力あるセンターづくりを進めていく。また昨年度の新規登録団体は 30 団体、取り消し団

体数は 14団体あった。取り消しの原因は会員の高齢化や後継者不在など、新規会員の取り込みや育

成がうまくできていないことが多かった。団体活性化の向けた支援が必要。 
 

２．モニタリング評価 

平成２８年度から指定管理者のモニタリングシステムができた。刈谷市民ボランティア活動セン

ターは、Ａ評価３項目（適正なサービスの提供・施設の利用状況・自主事業の実施状況）Ｂ評価５

項目（法令等の遵守、施設の維持管理他）であり、昨年同様に３５指定管理者の中、上位クラスで

あった。今後も満足度向上を目指していく。 
 

３．イベントについて 

３月開催のキャンドルナイトは、当センター主催と企業とＮＰＯ主催のイベントが、別々に開催

していた。目的は同じであるため、次年度からは互いに協力しより効果的なイベントにするための

合意形成が図れた。今後は当センターと企業、ＮＰＯ、市民活動団体で実行委員会を立上げ具体的

に進めていく。 
 

４．今後の課題 

（１）地域住民の社会的課題の解決に向けた連携 

自治会の担い手不足や加入率の低下、また高齢者福祉、防災、子育てなど多くの町内が抱えている

課題であり、解決のために町内会等の地域団体との連携強化を図る必要がある。そこで市内 23地区の

情収集や見える化を今年度も継続していく。 
 

（２）災害に強いまちづくりを確実に推進 

災害ボランティアセンターの立上げ訓練を今年度開催予定であり、社会福祉協議会や他関係部署と

連携を取りながら、有事の際の災害ボランティアセンターの円滑な運営に努めていく。 
 

（３）市民ボランティア活動団体の育成と支援 

新規会員の取り込みや担い手不足解消に向け、人やお金、情報などの支援策の紹介や講座を行う。

また、つむぎ場への新規団体の参加呼びかけや、センターでの団体の活動紹介など積極的な支援に加

え、団体運営の取り組み課題を明確にし、解決に導くためのプロボノ支援を行っていく。 
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センター外観 
● 大府市民活動センター（コラビア） 

セ ン タ ー 概 要 

場 所 ： 大府市森岡町 4 丁目 8 番地 

電 話 ： 0562-44-8500 

フ ァ ク ス ： 0562-44-8511 

Ｅ－ＭＡＩＬ ： collabia@ma.medias.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.collabia.jp/ 

開 館 時 間 ： 9 時～22 時 

休 館 日  ： 毎週月曜日、お盆（8 月 13,14,15 日） 

年末年始（12 月 28 日～1 月 4 日） 

主 な 施 設 ：   

中央ロビースペース、受付・相談窓口（事務室）、交流スペース、情報コーナー、印刷室（作業室）、 

貸ロッカー（20 区分）、第 1（大）会議室、第 2（小）会議室、給湯室、団体活動室（4 区画）、 

料理室（ワンデイシェフ用）、多目的トイレ、相談室 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：大府市民活動センター指定管理業務 

（２）事業の目的：大府市協働のまちづくり推進条例に基づき、市民活動の健全な発展を図る。 

※市民活動とは、市民等が自主的に参加して自発的に行う地域社会に貢献する活動をいう。 

（３)実 施 期 間：平成 29 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日 

 

Ⅱ 事業実施計画 

１．狙 い 

市民活動団体からの相談に対応し、団体相互の連携・協働に寄与し、信頼されるセンターを目指す。 

２．目 標 

  （１）相談件数           300件以上 （Ｈ29年度相談件数594件） 

  （２）マッチング件数        26件以上 （Ｈ29年度マッチング件数36件） 

  （３）エンジョイ！コラビア、団体交流会、コラビアまつりへの新規参加団体数  18団体以上 

  （４）ＮＰＯ新規認証団体数     1団体以上（Ｈ29年度1件） 

参考：来館者数         27,800人以上（Ｈ29年度27,309人）  

３．重点施策 

（１）相談件数、マッチング件数の目標を意識した日常業務を行う。 

（２）団体の活動が充実・活性化するために、企業、行政、他団体との連携・協働を計り、特に

地縁団体との連携を密にして市民団体との連携を促す。 

（３）団体の活動を充実・活性化するために、ファンドレイジングへの理解を深め、継続的に活動

を展開できる資金の調達を促す。 
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Ⅲ 目標と実績 

 
H28年度 H29年度 H30年度 

実 績 実 績 目標 実 績 達成率 

総来館者数 27,119 人 27,309 人 27,800 人 25,394 人 91.3％ 

相談件数 468 件 594 件 350 件 554 件 158.3％ 

マッチング件数 22 件 36 件 26 件 38 件 146.1％ 

団体登録 350 団体 350 団体 370 団体 374 団体 101.1％ 

個人登録者  46 人 100 人 64 人 64.0％ 

 
 

Ⅳ 実施した事業内容          

１．スキルアップ講座   

（１）「裏技伝授！コラビア活用術」 

コラビアの概要・スタッフ紹介、館内案内、設備活用方法・「大府市民活動支援サイト」説明 

（２）「オリジナルロゴマーク作りに挑戦しよう！」 

（３）「市民活動のための SNS 活用講座」 

講 師：加藤賀唯さん（NPO 法人コミュニティサポーターほっぷ） 

（４）「協働企画提案事業交付金制度」を活用しよう！  

講 師：坂野嘉昭さん（大府市役所 協働推進生涯学習課 係長） 

 

２．車座集会    

（１）「お家で死にたい、在宅看取り」～本人と家族の備え～  

講 師：菊池勝子さん（NPO 法人さわやか愛知 福祉サポートセンター管理責任者） 

（２）わいわいトーク 

市内公共施設の運営スタッフ同士の『顔の見える関係』作り 

（３）世代間交流「昭和の時代にタイムスリップ」 

   講 師：相羽正康さん（電子紙芝居発表グループ「お山の杉の子」） 

（４）「粋な江戸っ子から学ぼう！」下町人情落語会 

   講 師：間瀬結子さん つつじ家とっ Qさん 

（５）絆流まちづくり、仲間づくりのコツ 

   講 師：山﨑紀恵子さん（認定 NPO 法人絆） 

（６）「障がい者インクルーシブ防災」に向けて共に考えよう 

   講 師：水谷真さん（社会福祉法人 AJU 自立の家 わだちコンピュータハウス所長）  

（７）被災地の話 ～内藤さんを囲もう～ 

   講 師：内藤 瑶（認定 NPO 法人愛知ネット主任） 
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３．コラビアイベント  

（１）フラワースタンディング設置  3 基 

協力団体：ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ知多半島おしゃれ園芸クラブ 

（２）石ヶ瀬小学校 3 年生 施設見学 
（３）「こらび庵」衛生講習会、煙体験及び交流会 

講 師：小島さん（知多保健所）  

（４）エンジョイ！コラビア２０１８ 11 日間  
参加団体：20 団体 計 23 企画 

（５）心肺蘇生とＡＥＤ、避難訓練 
   講 師：大府市消防署職員の皆さん 

（６）大人の学び舎「俺たちの居場所を探し出せ！」 
   協 力：大府市社会福祉協議会 
（７）第 47 回森岡公民館まつり「コラビア会場」 

参加団体：和みカフェ、ボードゲーム広場、わくわく 5ＡＲＴ 
（８）大人の学び舎「イケてるカフェマスターになろう」全 2 回 

講 師：加古宗幸さん（モーリス・コーヒー代表）  

（９）コラビア交流会２０１８  出展団体：46 団体 
（10）こども料理コンクール「ビストロおぶちゃん」 応募総数 1101 組 

こらび庵賞 共長小学校 5 年生鈴木いちかさん親子作「とろーりチーズのお野菜ミルフィーユ」 
（11）大人の学び舎｢薬草から元気をもらってイケてるオヤジになろう」全 2 回 

講 師：あいち健康の森 薬草園職員の皆さん 

（12）第１０回コラビアまつり  参加団体：40団体 

（13）東日本大震災復興支援イベント「第７回心ひとつに 3.11」 
主催：3.11 を忘れない大府実行委員会・おおぶ文化交流の杜図書館 
 
 
 
 

 

 

Ⅴ ま と め 

   2018 年度は、総来館者数が 25,934 人（伸び率 95％）と前年度(27,309 人)を大幅に下回った。こ

の要因は、7～9月の猛暑や台風による休館などによる利用者減と、利用 1団体あたりの人数が減少

していること（会議室利用件数や会議室稼働率は、ほぼ前年度並みとなっている）であると考えら

れる。コラビアが開催する 3 大イベント（エンジョイ！コラビア、団体交流会、コラビアまつり）

の参加団体や来館者数は、それぞれ過去最高の人数となったが、全体の来館者数減少の歯止めとは、

ならなかった。 

   登録団体は、年度当初から 24 団体増え、374 団体（350➡374）となり、相談件数（350➡554）も

目標を大幅に上回る事が出来た。 

   来年度は、指定管理 3 期目の最後の年となる。今年度から本格的に取り組み始めた自治区、コミ

ュニティへの訪問活動も更に推し進め、登録団体から頼りにされる市民活動センターを目指し、新

たな目標に向かってスタッフ全員一致協力して取り組んでいく。 
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●碧南市市民活動センター【サポプラ】 

セ ン タ ー 概 要   

場 所 ： 碧南市山神町 8丁目 35 番地 

       へきなん福祉センターあいくる内 

電 話 ： 0566 – 42 - 6561 

ファクス ： 0566 – 42 - 6571 

Ｅ－ｍａｉｌ: info@hekinan-plaza.jp 

ホームページ：http://hekinan-plaza.jp/ 

開 館 時 間 ：火 ～ 土曜日  9 時～21 時 

日曜日・休日  9 時～17 時      あいくるまつり（7/1） 運営ボランティア 

休 館 日 ：毎週月曜日、 

年末年始（12月 29日～1月 3日） 

主な施設  ：ミーティングコーナー、おしゃべりコーナー、情報コーナー、印刷室 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：碧南市市民活動センター指定管理業務 

（２）事業の目的：利用者をはじめとした市民ニーズの把握及びこれを十分に反映した運営・支援を

実現し、市民に必要な情報提供等を行うことで、市民活動センターが市民活動、

ボランティア活動、町内会活動等（以下「市民活動等」という。）を支援するこ

とを目的とする。 

（３）実 施 期 間：平成 30 年 4 月 1日～平成 31 年 3 月 31 日 

（受託期間：平成 31 年 3月 31 日まで） 

 

Ⅱ 事業実施計画 

１．狙 い 

市民活動団体・個人からの相談に対応し、相互の連携・協働に寄与し、市民から信頼される。 

２．目 標 

（１） 相談件数        430件以上 

（２） マッチング件数     170件以上   

※H29年度実績の5％増を目標とする。 

３．重点施策 

（１） 相談件数、マッチング件数の目標を意識した日常業務を行う。 

（２） 団体・個人のスキル向上を積極的に支援する。 

（３） 企業、行政、自治会、他団体との連携・協働を促す。 
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Ⅲ 目標と実績 

 
H28年度 H29年度 H30年度 

実 績 実 績 目標 実 績 達成率 

総利用者数 10,068 人 9,708 人 10,200 人 10,431 人 102.3％ 

相談件数 470 件 409 件 430 件 402 件 93.5％ 

マッチング件数 131 件 155 件 170 件 151 件 88.8％ 

団体登録 206 団体 234 団体 ― 252 団体 ― 

※各年度の総利用者数は以下の人数を差し引いて表示してあります。 

H30 年度 7 月 1 日あいくるまつり  4,000 名、10 月 28 日ハロウィーンウォーク 1,500 名、 

11 月 25 日自転車散歩参加者 205 名 

H29 年度 7 月 2 日あいくるまつり  3,500 名 

H28 年度 7 月 3 日あいくるまつり  3,500 名 

 

Ⅳ 実施したイベント 

１．車座集会  

（１）「小さな命のメッセージ」 

講 師：朝倉三恵さん 

（２）「商店街活性化とまちづくり」 

講 師：小島祥次さん （安城中央商店街会会長） 

（３）「地域の見守り体制づくり」 

講 師：藤野千秋さん（前安城市城南町内会長） 

（４）企業＆企業人として関わる「ボランティアの可能」～災害ボランティアから学んだ今後の在り方～ 

講 師：鈴木盈宏さん（元トヨタ自動車ボランティアセンターセンター長、 

現愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター運営委員会委員長他） 

（５）「上手に伝える方法！上手にしかる方法！」 

講 師：藤原直子さん（合同会社 WIN 代表） 

（６）「水と森と地球温暖化」 

講 師：鬼頭茂雄さん（NPO 法人エコネットあんじょう 理事・自然部会長） 

（７）「補助金を上手に使おう」 

講 師：碧南市役所地域協働課 

 

 

 

 

 

 

２．スキルアップ講座  

（１）プレゼンテーション技術 

講 師：大野裕史（碧南市市民活動センター長） 

（２）へきなん野菜 DEクッキング 

講 師：永井千春さん 

（日本野菜ソムリエ協会認定 野菜ソムリエ上級 PRO） 



‵１８ 

愛知ネット活動記録 
 

                      23 

（３）まちづくり担い手養成講座 ファシリテーター＆コーディネーター養成実践コース 

   講 師：平野木惠さん（NPO 法人 NIED・国際理解教育センター研究員、 

愛知学院大学非常勤講師） 

   第 1回 人間関係をアップして、地域力向上へつなげよう 

～知り愛、話し愛、つながり合う力をつけよう～  

   第 2回 まちづくりコーディネーターとは？企画の立て方・すすめ方 

      ～わたしも、あなたも地域の企画人になれる～ 

第 3回 参加型ファシリテーターの役割と役立つスキル 

～場づくり・関係作り・プロセスデザイン・合意形成～ 

第 4回 気づきを行動へつなぐ参加型プログラムの作り方 

～願いとねらいを持ち、起承転結のストーリーを作ろう～ 

第 5回人とまちを活かすファシリテート&コーディネート 

～自主講座を企画、運営、ファシリテートしてみよう～ 

（４）チラシ作り はじめの一歩 

   講 師：竹田隆憲さん、竹田未知留さん（広告デザイン会社「ENGAWA」代表） 

 

３．その他イベント 

（１）へきなん歴史探訪！！ 

第 3回 へきなん市内見どころ探訪バスツアー ～大浜歴史ロマン 藤棚につつまれて～ 

講 師：平野敏子さん（大浜てらまち案内人の会代表） 

（２）避難所運営を一緒に考える勉強会 ［月 1回・全 12回］ 

   避難所運営マニュアルの作成・配布、開設・運営訓練実施 

講 師：講 師：内藤 瑶 （認定 NPO 法人愛知ネット主任）他 

（３）平成３０年度 運営委員会 

（４）あいくるまつり 2018 

出展企画数は 49 ブース、パフォーマン部門の 10団体、飲食ブース 18団体 

（５）居心地の良い場所にするためのコミュニケーション術とは？ 

主 催：みんなでまち・つくり隊 

（「まちづくりの担い手講座」修了生） 

（６）サポプラ交流会「つなが輪」 

企 画：F&C 

（まちづくりの担い手講座修了生） 

参加団体：21団体 

（７）あいぷらミニ講座  延べ 121 回 

 

４．メルマガ・サポプラ通信の発行 
（１）メルマガ発行  （毎月発行） 

（２）サポプラ通信発行（隔月発行） 
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Ⅴ ま と め 

１．次期指定管理と「社会的インパクト評価」 

今年度は、碧南市市民活動センター指定管理第 1 期の最終年度にあたり、第 2 期の指定管理への

応募（申請書提出）と審査会（プレゼン）が行われた。10月 2日付で、指定管理者候補として選定

された旨の連絡があった。 

そのため、第 2 期指定管理期間で提案実施する業務内容について、愛知県の「社会的インパクト

評価支援」を受け、市の担当者とともに、事業評価の指標作りに着手し、ロジックモデルをもとに

事業評価指標（項目）を抽出した。1 年間運営した後、ロジックモデルや評価指標（項目）を再度

見直しながら、基準値を策定することとした。 

 

２．各種事業について 

（１）避難所運営を一緒に考える勉強会 

災害への備えを学ぶ会が継続して実施してきた「避難所運営を一緒に考える勉強会」では、①A3

版：碧南市新川地区避難所開設・運営マニュアルと②碧南市新川地区避難所運営マニュアル各運営

班の業務と③新川小学校、中学校版避難所運営マニュアルを作成することができた。これらのマニ

ュアルを検証することを目的に、2月 23 日に、新川小学校の校庭と体育館を利用して避難者を受け

入れる準備としての避難所開設・運営訓練を実施した。この訓練で、避難者を受け入れる立場であ

る避難所開設員、小・中学校の先生、地域の役員および関連する市民団体（避難所運営を一緒に考

える勉強会に参加しているメンバー）が、作成したマニュアルの検証を行った。今後は、この検証

成果をもとにマニュアルの改訂を進め、避難者役の方にも参加していただく、避難場開設・運営訓

練が開催できるようにしていきたいと考えている。 

 

 （２）あいくるまつり 

今年度は来場者数 4,000 人と発表された。昨年を上回る出展団体数、パフォーマンス団体数を記

録したほか、参加していただいたボランティアさんも 100 名をこえ、昨年を上回った。パフォーマ

ンスに参加した団体さんから「このあいくるまつりも、みんなに認知されてきたね。」と評価された。 

 

 （３）第 4回へきなん自転車散歩 

   今年度は、碧南市市制 70 周年記念事業として認定された（碧南市からの補助金がほぼ倍額となっ

た）。昨年は台風の影響で実施できなかったため、昨年度のコンセプトを継承して「お宝さがし選

手権」として開催。60 名を超えるボランティア・運営スタッフに支えられ、参加者 104 名の方々が

楽しんだ。参加者の 7割が市外からの参加だった。 
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● 安城市民交流センター 

セ ン タ ー 概 要 

場 所 ： 安城市大東町 11 番３号 

電 話 ： 0566-71-0601 

フ ァ ク ス ： 0566-71-0668 

Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： info@wakuwakucenter.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://wakuwakucenter.jp/ 

開 館 時 間 ： 9 時～21 時  

休 館 日  ： 毎週月曜日(祝日を除く)、年末年始（12月29日～1月3日） 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：安城市民交流センター管理運営委託 

（２）設置の目的：世代を超えた市民相互の交流の促進及び市民活動（営利を目的とせず、自主的

に行う公益的な活動であって、規則で定めるものをいう。以下同じ。）の活性化

を図るため、市民交流センターを設置するものとする。 

（３)実 施 期 間：平成 30 年 4 月 1 日～令和 5年 3月 31 日 

 

Ⅲ 事業実施計画 

１．数値目標 

来館者数 53,100 人  団体登録数 430 団体（20 団体の増加目標） 

※平成 30年 3月 31日現在 410 団体 

相談件数 100 件   マッチング件数 50 件 
 

２．事業回数 

指定管理者として企画提案した指定事業は（スキルアップ講座 5回・わくわくサロン 5回・わく

わくフェスティバル・団体交流会・まちづくりの担い手養成講座・ミニ講座など）年間 20 回以上開

催することを目標とした。 

 

Ⅲ 目標と実績 
 

 
H28年度 H29年度 H30年度 

実 績 実 績 目標 実 績 達成率 

総利用者数 

  

53,100 人 62,294 人 117.3％ 

相談件数 100 件 413 件 413.0％ 

マッチング件数 50 件 80 件 160.0％ 

団体登録 430 団体 434 団体 100.9％ 

   ※団体登録数（年度初 410 団体） 年間 20件の増加を目標とした。   
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Ⅵ 実施した事業内容 

１．わくわくサロン 

（１）第 1回わくわくサロン「地域活動の極意を学ぼう！」  

講 師：伊藤 雅春さん（大久手計画工房代表） 

（２）第 2 回わくわくサロン「人を巻き込み地域をつなぐ仕掛けの作り方」 

講 師：鶴島暁さん（株式会社由希取締役・NPO 法人こんぶ研究会事務局長） 

福崎里美さん（株式会社 えんれいしゃ ポロコ編集長） 

（３）第 3回わくわくサロン「学ぼう災 防災ミニ講座」 

講 師：横山 辰夫（安城市民交流センター長） 

（４）第 4回わくわくサロン「行政との連携・協働 ～身近な市民活動から自身の役割を考える～」 

講 師：秀島 栄三さん（名古屋工業大学大学院 教授） 

（５）第５回わくわくサロン「普通の市民が作る特別な風景 ～異日常を活かした岡崎での実践例～」 

   講 師：三矢 勝司さん（NPO 法人岡崎まち育てセンター・りた事務局次長） 

（６）わくわくサロン 番外編「NPO 支援あれこれ ～志金循環のしくみ・プロボノって何？～」 

   講 師：金田 学さん（公益財団法人あいちコミュニティ財団理事） 

小森 義史さん（市民活動団体代表） 

 

 

 

 

 

 

２．スキルアップ講座 

（１）第 1回スキルアップ講座「Facebook に挑戦 ～市民活動で活用しよう～」  

講 師：松原 圭さん（株式会社 meets）  

（２）第 2回スキルアップ講座「オープンデータを学ぼう」  

講 師：庄司 昌彦さん（国際大学グローバルコミュニケーションセンター准教授）  

（３）第 3回スキルアップ講座「夏休み宿題応援団！ポスター教室」 

講 師：鬼頭 茂雄さん 

（４）第 4回スキルアップ講座「市民活動補助金の活用で「わがまち」の課題を解決しよう！」 

講 師：池田芙美さん（特定非営利法人 どんぐりの会 理事長） 

（５）第５回スキルアップ講座「プレゼンテーション技術  

～上手に伝える！共感を得る伝え方があります～」 

講 師：大野 裕史さん（碧南市市民活動センター センター長） 
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３．その他講座 

（１）わくわくセンター出前講座「みんなで学防災～自分の命は自分で守る～」  

講 師：横山 辰夫  

（２）不登校の子と親の居場所づくり事業 （毎週木曜日 10：30～15：00） 

「当事者団体の育成」と「支援団体の発掘と育成」を目的として実施 

（３）わくわくセンターミニ講座「あんじょう市民活動情報サイト 活用術教えます！」 

「あんじょう市民活動情報サイト」利用方法・団体活動報告ページ作成のレクチャー 

（４）まちづくり企画人 養成講座 市民活動センター円卓会議 パブコメ・リーディング会 

パブリックコメントをもとにした安城市の課題・施策の勉強及び意見・アイディア交換会 

（５）震災から学ぶ パネル展 

震災に関するパネルや手作り防災グッズの展示 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．わくわくフェスティバル 2018 

参加 ブース出展 12 団体 パネル展示出展 31 団体 

食べ物ふるまい 3団体 

市民活動応援投票 ・ブース出展賞 間伐こもれび会  

パネル展示部門賞 子育て支援の輪羽ぐくみ 

５．団体交流会 

参加 19 団体 

市民活動をしていくにあたり関心を持つことの多いテーマごとに、小人数に分かれ意見交換をする 

“ワールドカフェ”のスタイルを導入 

６．愛フェス 2018 安城ブロック 

安城市民活動センター登録団体を中心に 8つの市民活動団体が参加 

「子育てしやすいまち安城」を PRし「地元愛グランプリ」グランプリ及びブース賞を W受賞 

 
   

 

 

 



愛知ネット事業報告 2018 

つながりで、救う 

 

                      28 

Ⅵ ま と め 

１．運営管理について 

   指定管理者として運営するにあたり、初年度のスタッフ業務として市民交流センターと市民活動

センターの 2 つの機能を理解し、貸館業務はもちろんのこと市民活動支援の意識とスキルを高めな

がら運営管理を心がけた。 

２．数値目標について  

受託前 3年間の平均値を上回る数値目標を設定しスタートしたが、申請書の数値目標・来館者数・

団体登録数・相談件数・マッチング件数すべてで目標数値を達成した。 

特に相談業務については日々増加しており、内容も多岐にわたるため職員のスキルアップにもつ

ながった。 

３．イベント（講座）について  

 基本的に実施計画表に沿って予定通り実施したが、台風の影響によりわくわくサロン 1 回が中止

になった。一方で、アンケートによる要望を反映した講座として、「NPO 支援あれこれ」講座を追

加開催した。 

また、安城市社会福祉協議会主催のマッチング交流会に参加し、福祉系団体との交流を深めた。 

４．その他 

市民交流センター運営委員会（年 4 回）を開催し、センター運営の報告をし、アドバイスなどを

求めたほか、市民交流センター近隣住民交流会（年 2 回）や「利用者満足度調査アンケート」を実

施し、意見交換・収集を行い、運営管理に反映させた。 
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平成 30 年 8 月 24 日 金曜日 刈谷ホームニュース＋（プラス）  

【西日本豪雨被災地支援活動リポ 認定 NPO 法人愛知ネットのスタッフ 西谷泰治さん】 

 
 認定 NPO 法人愛知ネットの一員として 7 月 15 日から 5 日間、西日本豪雨の被災地、岡山県真備

町へ行って支援活動をしました。 

 水はすでに引いていましたが、家の中には大

量の汚泥が入り込み、壁の中の断熱材も乾かな

いので取り出さなければなりません。道路の両

脇に積み上がる水没した家財道具やごみ。舞い

上がる土ぼこりを抑えるため、散水車が水をま

いていました。 

 NGO 団体に合流して、避難所を巡回。被災し

た方やボランティアの方に西尾茶を振る舞いな

がら、今必要なものを調査しました。欲しいも

のは時々刻々と変わります。肌に塗るクリーム

とか冷却グッズとか。スピードや細やかさが求

められるものは、行政ではどうしても対応しき

れない。民間の力が必要になります。 

 避難所で出会ったおばあちゃんは、床下まで

水が来た時に近所の高校生が来て、腕を引っ張って家から連れ出してくれたそう。「あの子のおか

げで助かった」と何度も私に繰り返しました。日頃の備えに加えて、隣近所で仲良しになっておく

ことが大切ですね。 

 

平成 31 年 3 月 11 日 月曜日 KATCH チャンネル 

【cheerful～3 月のテーマ女性の防災～出演】  
 

女性の目線で考える防災について座談会形式での取材を受

けました。愛知ネットは被災地で女性が抱えた課題の一部をお

話ししたほか、刈谷市赤十字奉仕団様は、ポリ袋炊飯やホット

タオルについて、防災ママかきつばた様からはローリングスト

ックや子どものそなえ等について話がありました。 

 

平成 31 年 3 月 30 日 土曜日 ひまわりネットワーク 

【じもサタ。 出演】 

 

 3 月 30 日開催「イザ！カエルキャラバン！in 豊田参合館」

からの公開生放送に出演しました。



 

特定非営利活動法人 愛知ネットのあゆみ 
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１９９９年 

4月  NPO 愛知ネット設立 

 

２０００年 

1月  特定非営利活動法人として、愛知県より認証を受ける 

4 月  北海道有珠山にて災害救援活動、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの情報発信 

9月  東海豪雨災害で災害救援活動、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの情報発信 

 

２００１年 

4月  安城市・知立市・刈谷市 IT講習会 

(一般・障がい・外国人対応開始） 

6 月  安城市・愛知県総合防災訓練 参加（矢作川河川敷） 

9月  愛知県・新城市総合防災訓練 参加 

 

２００２年 

2月  静岡県災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ立ち上げ訓練 参加 

4月  市民防災ﾌｫｰﾗﾑ 2002 開催（碧海５市対象） 

日本財団助成事業  

「外国人のための情報支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」開始 

5月  第１回 親子ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ ｷｬﾝﾌﾟ開催 

6月  愛知県・一宮市総合防災訓練参加 

7月  大垣荒崎地区水害災害救援活動、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの情報発

信実施 

9月  蒲郡市・愛知県・名古屋市総合防災訓練 参加 

11月 安城市東栄町今本町防災訓練 

北部小学校避難所体験 開催  

 

２００３年 

3 月  あんじょう国際交流祭 ｢Anjo International Festival｣ 開

催 

4月  市民防災ﾌｫｰﾗﾑ 2003 開催 

日本財団助成事業外国籍住民防災講座 開始 

7月  九州豪雨・宮城県北部地震に伴う情報発信実施 

8月  愛知県多文化共生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「医療通訳ｽﾀｯﾌ要請講座」 

開始 

愛知県・刈谷市総合防災訓練・名古屋市総合防災訓練参加 

9月  十勝沖地震に伴う情報発信実施 

10月  刈谷市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援ｾﾝﾀｰ 運営業務委託 

 

２００４年 

1月  ｢安否確認システム｣を発表 

4月  ｢いっつもトーク｣を発表 

6月  経済産業省 市民活動活性化モデル事業 

「災害に強い多文化共生ｺﾐｭﾆﾃｨ《安心・安全・安城》ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄ」開始 

7月  新潟豪雨災害（新潟県三条市・中之島町・見附市）救援活動 

8月 「安城地域ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ」運営開始 

愛知県・豊橋市総合防災訓練 参加（豊橋市三河港） 

9月  香川県高松市高潮災害救援活動 

11月  あいち中越支援ﾈｯﾄ-ﾜｰｸを組織、中越地震関連支援を開始 

 

２００５年 

1月  安城市「安城市民活動ｾﾝﾀｰ」運営業務委託 

3月  経済産業省市民活動活性化ﾓﾃﾞﾙ事業支援、 

電話通訳ｾﾝﾀｰ構築 

 

4月  「愛・地球博」警備部署外国人通訳ｾﾝﾀｰ運営業務開始 

8月  安城市・愛知県総合防災訓練（安城市内 5箇所）参加 

9月  内閣府「防災功労者防災担当大臣表彰」受賞 

11月  内閣府「地域情報ｼｽﾃﾑによる安全、安心ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」開始 

   防災科研「災害情報ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成に関する調査事業」 

12月  行政通訳養成講座 開講 

 

２００６年 

4月  刈谷市いっつもﾄｰｸ（行政通訳）ｻｰﾋﾞｽ開始 

7月  経済産業省「若者と中小企業のﾈｯﾄﾜｰｸ構築」事業開始 

8月  愛知県「あいち防災ｶﾚｯｼﾞ地域講座」 

12月  安城市自主防災支援事業 

 

２００７年 

3月  愛知県自主防災組織ﾘｰﾀﾞｰ研修 

4月  愛知県青年の家 運営業務委託 

安城市安全安心ﾒｰﾙ配信 

6月  経済産業省 

「平成 19年度若者と中小企業とのﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業」 

   株式会社ﾃﾞﾝｿｰ 「できるｴｺ DECO ｽｸｰﾙ」企画・運営 

7月  愛知県河川情報伝達実証実験 

9月  株式会社ﾃﾞﾝｿｰ「ﾘﾕｰｽﾊﾟｿｺﾝ寄贈ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ団体交流会」 

 

２００８年 

2月  愛知県知事認定 

「平成 19年度ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ優良ﾓﾃﾞﾙ事業者」 

3月  愛知県自主防災組織ﾘｰﾀﾞｰ研修 開催 

6月  経済産業省 

「平成 20年度若者と中小企業のﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業」 

  岩手・宮城内陸地震救援活動 

8月  岡崎市８月末豪雨災害救援活動 

9月  独立行政法人宇宙航空研究開発機構(JAXA) 

「平成 20年度災害 NPO との WINDS 実験業務」 

   独立行政法人防災科学技術研究所「島田市・安城市における

災害ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝに関する実証実験」支援業務 

11月  厚労省 

「地域連携型障害者災害救援ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定に関する調査 

研究」 

   愛・地球博ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

「災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験におけるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運営」業務 

 

２００９年 

2月  安城市職員 NPO研修 

3月  三重県みえ防災ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 

4 月  大府市民活動ｾﾝﾀｰ・豊橋市民ｾﾝﾀｰ市民活動ﾌﾟﾗｻﾞ運営業務委

託 

5月  独立行政法人宇宙航空研究開発機構 

「平成 21年度災害 NPO との WINDS 実験業務」委託 

8月  独立行政法人防災科学技術研究所  

「愛知県における自主防災活動高度化ﾓﾃﾞﾙ事業」支援業務 

8月  トヨタ自動車「災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験イベント研修」協力 

9月  「愛フェス２００９」開催 
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２０１０年 

3月  独立行政法人宇宙航空開発機構 

「平成 22年度災害 NPO との WINDS 実験業務」 

大府市緊急雇用事業受託 

5月  豊田市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講座 

7月  防災・緊急情報ｼｽﾃﾑ開発事業 

9月  「愛フェス２０１０」開催 

10月  愛知県における実証実験支援業務 

 

２０１１年 

3月  東日本大震災 救援活動開始 

大府市緊急雇用事業開始 

4月  豊橋市青少年センター運営業務委託  

6月  愛知県より委託「愛知県被災者支援センター」運営開始 

10月 「愛フェス２０１１」開催 

 

２０１２年 

4月  東日本大震災 救援活動継続  

    碧南市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｻﾞ 運営業務委託 

  大府市「防災ｺﾐｭﾆﾃｨ支援事業」緊急雇用事業 

       愛知県被災者支援センター 業務継続 

7月   JAXA 

「平成 24年度災害 NPO との WINDS 災害通信実験業務」 

9月 「愛フェス２０１２」開催 

11月  団体名称「特定非営利活動法人愛知ネット」と変更 

 

２０１３年 

通年  愛知県内外避難所運営・防災リーダー研修開催 

2月  東日本復興フォーラム開催 

3月  とよた防災フェスタ 

4月  東日本大震災 救援活動継続   

    愛知県被災者支援センター 業務継続 

7月  JAXA 

「平成 25年度災害 NPO との WINDS 災害通信実験業務」 

9月 「愛フェス２０１３」開催 

11月  岩手県盛町盛青年商工会会長表彰受賞 

岩手県住田町表彰受賞 

 

２０１４年 

３月  とよた防災フェスタ 

４月  東日本大震災救援活動継続 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

６月  愛知ネット設立１５周年記念事業 

「フレンドシップ防災デー」開催 

       JAXA 

「平成 26年度災害 NPO との WINDS 災害通信実験」 

業務実施 

９月 「愛フェス２０１４」開催 

 

２０１５年 

4月  東日本大震災救援活動継続 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

    愛知県美浜少年自然の家運営業務委託 

５月  とよた防災フェスタ 実施  

西尾市 西尾中学校区における防災事業 開始  

    刈谷市 刈谷市桜区・重原区合同避難所開設訓練開始 

 

6月  碧南市「まちづくりの担い手育成講座」実施 

    知立市 自主防災会活動サポート委託業務 

 

9月 「愛フェス２０１５」開催 

10月 「企業における防災事業」アイシン精機株式会社 

    愛知県 平成 27年度広域ボランティア支援本部訓練 

12月  稲沢市 いなざわ地域防災リーダー養成講座 

    豊橋市 避難所運営ゲーム「HUG」実施 

 

２０１６年 

  通年 西尾市小学校避難所運営マニュアル作成 

4月  東日本大震災復興支援活動継続 

     愛知県被災者支援センター業務継続 

        熊本地震救援活動開始 

  7 月  豊田市自主防災リーダー養成講座 

       知立市自主防災サポート委託業務 

     豊橋市市民大学トラム 

  9 月 「愛フェス２０１６」開催 

 10 月 稲沢市地域防災リーダー養成講座業務委託 

 11 月  平成 28年度刈谷市総合防災訓練第 2会場委託運営 

 12 月 認定特定非営利活動法人として認定を受ける 

 

２０１７年 

 ４月 東日本大震災復興支援活動継続 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

 ５月 知立市自主防災活動サポート委託業務 

    子どもゆめ基金助成金交付事業 

    「スポーツ鬼ごっこ体験会」 

 ６月 刈谷市防災リーダー養成講座 

 ７月 九州北部豪雨災害救援活動開始 

    豊田市防災リーダー養成講座 

 ８月 JT NPO 助成事業 

   「愛知県美浜町の未利用地を活用した農業体験交流事業」 

 ９月 「愛フェス２０１７」開催 

 10 月 とよた防災フェスタ 中日サバイバルキャンプ参加 

 

 ２０１８年 

 通年 東日本大震災復興支援活動継続 

 １月 とよた消防フェスタ参加 

 ４月 安城市民活動センター運営業務委託開始 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

 ７月 西日本豪雨災害救援活動開始 

 ９月 子どもゆめ基金助成金交付事業 

「防災チャレンジキャンプ」 

 10 月 「愛フェス２０１８」グランドフィナーレ開催 

 11 月 とよた消防フェスタ参加 

     美浜町小野浦区地域連携型防災訓練実施 

 

２０１９年 

 ３月 「災害時における愛知県美浜少年自然の家の利用等に関する

協定書」締結に向けた協議開始 

あんぴメール、安心・安全メールシステムサービス終了 

 


